
厳
し
い
財
政
状
況
の
中

健
全
化
の
実
行

基
本
理
念
に
基
づ
く

施
策
に
重
点
配
分

『マイシティとくしま』（四国放送テレビ）毎週日曜日１１：５０～正午放送／『徳島市NOW』（ケーブルテレビ徳島）毎日３回週替わりで放送

4月1日2007年

平成１９年３月１日現在
（前月比）

人 口 ２６１，５０１人（－５４）
男 １２４，５３５人（－４）
女 １３６，９６６人（－５０）

世帯数 １０９，５９２世帯（＋５１）
面 積 １９１．３９�

（ホームページ）http://www.city.tokushima.tokushima.jp/
（携帯）http://www.city.tokushima.tokushima.jp/i/ No．７５６

平
成
１９
年
度
は
、
税
源
移
譲
な
ど

の
税
制
改
正
に
伴
う
税
収
増
は
あ
る

も
の
の
、
景
気
回
復
に
よ
る
市
税
収

入
の
大
幅
な
伸
び
は
期
待
で
き
ず
、

さ
ら
に
地
方
交
付
税
の
抑
制
な
ど
に

よ
っ
て
主
要
一
般
財
源
収
入
が
減
少

す
る
見
通
し
で
、
依
然
と
し
て
厳
し

い
財
政
状
況
で
す
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
国
の

ま
ち
づ
く
り
交
付
金
制
度
な
ど
を
最

大
限
に
活
用
す
る
と
と
も
に
、
事
務

費
な
ど
内
部
管
理
経
費
の
大
幅
な
削

減
、
施
設
管
理
の
徹
底
し
た
見
直
し

や
経
費
全
般
の
抑
制
な
ど
財
源
確
保

を
図
り
、
前
年
度
の
健
全
化
元
年
予

算
規
模
を
さ
ら
に
圧
縮
す
る
予
算
と

な
る
よ
う
努
め
ま
し
た
。

◆

歳

入

◆

前
年
度
当
初
に
比
べ
て
、
市
税
収

入
は
６
・
１
㌫
増
の
４
２
９
億
８
０

３
万
円
を
計
上
。
国
庫
支
出
金
は
１

１
９
億
８
８
９
４
万
円
（
２
・
５
㌫

増
）、市
債
は
、
５９
億
７
４
４
０
万
円

（
３
・
５
㌫
減
）、ま
た
、
地
方
交
付

税
は
国
の
交
付
税
改
革
な
ど
を
勘
案

し
て
５２
億
４
８
０
０
万
円
（
２１
・
６

㌫
減
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◆

歳

出

◆

義
務
的
経
費
は
、
人
件
費
、
扶
助

費
、
公
債
費
を
含
め
て
１
・
８
㌫
増

の
５
０
６
億
５
５
２
８
万
円
。
こ
れ

は
、
乳
幼
児
等
医
療
費
な
ど
の
扶
助

費
が
４
・
１
㌫
、
長
期
債
元
金
償
還

金
な
ど
の
公
債
費
が
２
・
１
㌫
、
そ

れ
ぞ
れ
増
と
な
っ
た
た
め
で
す
。

投
資
的
経
費
は
、
重
要
施
策
に
積

極
的
な
予
算
計
上
を
行
う
一
方
で
全

体
で
は
抑
制
を
図
り
、
７４
億
１
１
７

万
円
（
５
・
６
㌫
減
）
と
な
っ
て
い

ま
す
。

特
別
・
企
業
会
計
へ
の
繰
出
金
・

補
助
金
な
ど
の
総
額
は
、
１
２
１
億

３
０
８
万
円
（
０
・
５
㌫
減
）
と
な

っ
て
い
ま
す
。

予
算
の
編
成
に
あ
た
っ
て
は
、
財

政
の
健
全
性
の
確
保
を
図
る
一
方
で
、

市
政
運
営
の
８
つ
の
基
本
理
念
に
基

づ
き
、
保
育
の
充
実
な
ど
の
子
育
て

支
援
、
い
じ
め
問
題
な
ど
教
育
課
題

へ
の
対
応
、
校
舎
や
消
防
施
設
の
耐

震
化
な
ど
の
防
災
対
策
、
市
街
地
再

開
発
な
ど
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
盤
整

備
な
ど
、
市
が
直
面
す
る
緊
急
課
題

に
は
財
源
を
重
点
的
に
配
分
す
る
メ

リ
ハ
リ
を
つ
け
た
予
算
と
い
た
し
ま

し
た
。
主
な
事
業
は
次
の
と
お
り
。

●
小
さ
な
市
役
所
（
民
間
活
力
の
導

入
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の
協
働
に
よ

り
行
政
組
織
の
ス
リ
ム
化
を
実
現
）

▼
新
窓
口
整
備
推
進
▼
施
策
評
価

導
入
推
進
▼
総
合
評
価
落
札
方
式
導

入
▼
市
バ
ス
事
業
在
り
方
検
討

●
こ
こ
ろ
の
原
点
回
帰
（
公
の
奉
仕

者
で
あ
る
と
い
う
原
点
に
立
ち
返
り
、

公
正
で
清
廉
な
市
政
を
執
行
）

▼
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
政
策
立
案
研

修
、
職
員
提
案
制
度

●
停
滞
か
ら
躍
動
へ（
徳
島
の
地
域

資
源
を
生
か
し
地
場
企
業
を
活
性
化
）

▼
健
や
か
新
鮮
ブ
ラ
ン
ド
産
地
づ

く
り
▼
企
業
誘
致
推
進
▼
Ｌ
Ｅ
Ｄ
活

用
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
▼
映
画
「
眉

山
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

●
認
め
合
う
教
育
（
適
性
と
個
性
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
育
む

多
様
な
学
校
教
育
を
実
現
）

▼
教
育
課
題
緊
急
取
組
（
ス
ー
パ

ー
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
配
置
事
業
・
学
校

お
こ
し
事
業
・
こ
ど
も
元
気
ア
ッ
プ

事
業
）
▼
市
立
高
校
校
舎
改
築
推
進

▼
放
課
後
子
ど
も
教
室
推
進
▼
特
別

支
援
教
育
推
進
▼
市
立
高
校
特
色
・

魅
力
づ
く
り
▼
国
民
文
化
祭
開
催
▼

音
楽
・
芸
術
ホ
ー
ル
整
備
検
討

●
働
く
環
境
づ
く
り
（
女
性
も
男
性

も
安
心
し
て
働
き
、
子
育
て
が
で
き

る
支
援
体
制
を
構
築
）

▼
児
童
手
当
拡
充
、
保
育
所
・
幼

稚
園
第
３
子
以
降
保
育
料
軽
減
▼
病

児
・
病
後
児
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充

▼
延
長
保
育
、
時
間
外
保
育
、
乳
児

保
育
の
実
施

●
ぬ
く
も
り
創
造
（
社
会
的
弱
者
に

あ
た
た
か
い
施
政
で
、
す
べ
て
の
市

民
の
い
の
ち
の
尊
厳
を
守
る
）

▼
障
害
者
自
立
支
援
の
実
施
▼
市

民
病
院
建
設
▼
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
建
設
▼
と
く
し
ま
ｅ
・
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
促
進

●
幸
せ
の
基
盤
づ
く
り
（
イ
ン
フ
ラ

整
備
を
促
進
し
、
調
和
循
環
型
の
公

共
事
業
を
創
出
）

▼
街
路
整
備
▼
四
国
横
断
自
動
車

道
側
道
整
備
▼
鉄
道
高
架
促
進
▼
新

町
西
地
区
市
街
地
再
開
発
▼
Ｌ
Ｅ
Ｄ

景
観
整
備
▼
資
源
分
別
や
生
ご
み
減

量
化
推
進
▼
廃
食
用
油
回
収
▼
浄
化

槽
設
置
推
進

●
守
り
抜
く
責
任
（
災
害
危
機
管
理

体
制
を
整
え
、
市
民
の
い
の
ち
と
財

産
を
守
る
）

▼
学
校
校
舎
等
耐
震
補
強
▼
応
急

救
護
所
医
療
用
具
備
蓄
▼
既
存
木
造

住
宅
の
耐
震
化
促
進
▼
同
報
無
線
設

備
整
備

徳
島
市
の
平
成
１９
年
度
当
初
予
算
が
決
ま
り
ま
し
た
。
本
年
度
は
、
行
財
政
健
全
化
に
向
け
た
取
り
組
み
を
徹

底
す
る
中
に
も
、
子
育
て
支
援
や
教
育
課
題
へ
の
対
応
や
防
災
対
策
な
ど
緊
急
の
課
題
に
財
源
を
重
点
配
分
す
る

「
元
気
・
安
全
安
心
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
布
石
予
算
」
と
し
ま
し
た
。

一般会計 ８４１億５，０００万円
［対前年比 ０．４％減］

特別会計 ８２７億８，９６４万円
［対前年比 ８．４％増］

企業会計 ２１２億２，０８８万円
［対前年比 ２７．６％減］

平 成
１９年度

「「「「「「「「「「「「
元元元元元元元元元元元元
気気気気気気気気気気気気
・・・・・・・・・・・・
安安安安安安安安安安安安
全全全全全全全全全全全全
安安安安安安安安安安安安
心心心心心心心心心心心心
まままままままままままま
ちちちちちちちちちちちち
づづづづづづづづづづづづ
くくくくくくくくくくくく
りりりりりりりりりりりり
のののののののののののの

たたたたたたたたたたたた
めめめめめめめめめめめめ
のののののののののののの
布布布布布布布布布布布布
石石石石石石石石石石石石
予予予予予予予予予予予予
算算算算算算算算算算算算
」」」」」」」」」」」」決決決決決決決決決決決決
定定定定定定定定定定定定

広報とくしま
リニューアル！

今
号
か
ら
広
報
と
く

し
ま
の
デ
ザ
イ
ン
が
新

し
く
な
り
ま
し
た
。

[]は対前年度伸び率
１万円未満は四捨五入特特別別・・企企業業会会計計予予算算健全化を徹底し、直面する

課題に全力で取り組む
徳島市長 原 秀樹
本市では、平成１８年度
を行財政健全化元年と位
置づけ、市役所が一丸と
なって行財政の健全化に
取り組んできました。
行財政健全化集中取組
期間の２年目となる新年

度は、健全化の流れをさらに加速させていき
たいと考えています。その一方で、「元気・
安全安心まちづくり」のための布石として、
保育の充実などの「子育て支援」、子どもの体
力向上やいじめ問題など「教育課題への緊急
的取り組み」、消防施設や校舎などの「防災対
策」、LEDアートによる景観整備や市街地再開
発などの「まちづくりの基盤整備」など、本
市が直面する課題にも全力で取り組んでまい
ります。今後とも、市民の皆様のご理解とご
協力を心よりお願い申しあげます。

助役が副市長に

地方自治法の改正により、
平成１９年４月から、「助役」
の呼称が「副市長」に変わ
ります。また、「収入役」
に代えて、「会計管理者」
が設置されます。
［問い合わせ先］行財政経営
課（�６２１－５１１３）

２９２億１，９８６万円〔 ２３．７％〕

２３２億９，０８１万円〔 ２．２％〕

１１億９，００５万円〔▲２．０％〕

７０億９，３４６万円〔 ３．１％〕

１，５８０万円〔▲２．３％〕

３０億６，３１２万円〔▲７．６％〕

１億３，１９３万円〔▲１．０％〕

１８７億８，４６１万円〔 ２．０％〕

７億３，１０１万円〔▲１．０％〕

３億２，５６８万円〔▲５２．５％〕

３億８，７０７万円〔▲１．６％〕

４億２，９６０万円〔▲４１．１％〕

１０１億３，６５２万円〔 ２１．１％〕

１５億５，４０４万円〔 １１．３％〕

７６億５，６９６万円〔▲５５．０％〕

国民健康保険事業

老人保健医療事業

食肉センター事業

下 水 道 事 業

奨 学 事 業

土 地 取 得 事 業

住宅新築資金等貸付事業

介 護 保 険 事 業

中央卸売市場事業

園 瀬 病 院 事 業

商業観光施設事業

土 地 造 成 事 業

水 道 事 業

旅客自動車運送事業

市 民 病 院 事 業

特

別

会

計

企

業

会

計

﹇
問
い
合
わ
せ
先
﹈

財
政
課
�（
６
２
１
）５
０
４
５

発行：徳島市（毎月１日・１５日発行） 〒７７０‐８５７１ 徳島市幸町２丁目５ �（０８８）６２１‐５１１１（代表）



徳
島
県
知
事
選
挙
お
よ
び
徳

島
県
議
会
議
員
一
般
選
挙
（
徳

島
選
挙
区
）
は
４
月
８
日
�
が

投
票
日
で
す
。
投
票
時
間
は
午

前
７
時
〜
午
後
８
時
。

【
投
票
資
格
】

昭
和
６２
年
４
月
９
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
人
で
、
平
成
１８
年
１２

月
２９
日
ま
で
に
徳
島
県
内
の
市

町
村
に
住
民
登
録
を
し
、
引
き

続
き
３
カ
月
以
上
同
一
市
町
村

内
に
住
ん
で
い
る
人
。
た
だ
し
、

投
票
日
当
日
ま
で
に
県
外
へ
転

出
し
た
場
合
は
投
票
で
き
ま
せ

ん
。

【
本
市
か
ら
転
出
し
た
人
】

本
市
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録

さ
れ
て
い
る
人
が
、
徳
島
県
内

の
他
の
市
町
村
へ
転
出
し
、
転

出
先
市
町
村
の
選
挙
人
名
簿
に

登
録
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、

本
市
で
投
票
（
投
票
場
所
は
旧

住
所
地
の
投
票
所
）
ま
た
は
期

日
前
投
票
を
行
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。
投
票
に
は
、
転
出
・
転

入
先
い
ず
れ
か
の
市
町
村
長
が

発
行
す
る
「
引
き
続
き
住
所
を

有
す
る
旨
の
証
明
書
」
の
提
示

が
必
要
で
す
。
事
前
に
必
ず
交

付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
た
だ

し
、
住
所
の
移
転
は
１
回
に
限

ら
れ
ま
す
。

【
本
市
へ
転
入
し
た
人
】

県
内
他
市
町
村
の
選
挙
人
名

簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
が
、

平
成
１８
年
１２
月
３０
日
以
降
に
本

市
へ
転
入
し
た
場
合
は
、
旧
住

所
地
の
市
町
村
で
投
票
（
投
票

場
所
は
旧
住
所
地
の
投
票
所
）

ま
た
は
、
期
日
前
投
票
を
行
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
場
合
、

転
出
・
転
入
先
い
ず
れ
か
の
市

町
村
長
が
発
行
す
る
「
引
き
続

き
住
所
を
有
す
る
旨
の
証
明

書
」
の
提
示
が
必
要
で
す
。
事

前
に
必
ず
交
付
を
受
け
て
く
だ

さ
い
。
た
だ
し
、
住
所
の
移
転

は
１
回
に
限
ら
れ
ま
す
。

な
お
、
平
成
１８
年
１２
月
３０
日

以
降
に
県
外
か
ら
本
市
へ
転
入

し
た
場
合
は
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

【
本
市
内
間
で
転
居
し
た
人
】

３
月
１７
日
か
ら
４
月
８
日
ま

で
の
間
に
市
内
間
で
転
居
し
た

人
は
、
転
居
前
の
旧
住
所
地
で

の
投
票
と
な
り
ま
す
。
「
選
挙

の
お
知
ら
せ
」
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

【
選
挙
の
お
知
ら
せ
】

世
帯
主
あ
て
（
３
名
連
記
）

に
「
選
挙
の
お
知
ら
せ
」
の
は

が
き
を
郵
送
し
ま
す
。
各
自
の

部
分
を
切
り
取
り
、
投
票
所
へ

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

な
お
、「
選
挙
の
お
知
ら
せ
」

の
は
が
き
が
な
く
て
も
投
票
資

格
が
あ
れ
ば
投
票
で
き
ま
す
。

投
票
所
で
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

【
選
挙
公
報
の
配
布
】

選
挙
公
報
は
、
４
月
５
日
ま

で
に
各
世
帯
に
配
布
し
ま
す
。

届
か
な
い
場
合
は
市
選
挙
管
理

委
員
会
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
市
役
所
、
支
所
お
よ
び

公
民
館
に
も
備
え
て
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
期
日
前
投
票
】

投
票
日
の
投
票
時
間
内
に
、

仕
事
の
都
合
や
レ
ジ
ャ
ー
な
ど

の
私
用
で
投
票
区
域
外
へ
出
向

か
れ
る
予
定
が
あ
る
人
は
、
期

日
前
投
票
が
で
き
ま
す
。

●
期
間
・
時
間＝

４
月
７
日
�

ま
で
。
投
票
時
間
は
８
時
３０
分

〜
２０
時
。

●
場
所＝

徳
島
市
役
所
本
館
１

階
国
際
親
善
コ
ー
ナ
ー

※
期
日
前
投
票
用
に
東
側
駐
車

場
を
開
放
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
車
イ
ス
の
人
用
に
東
側
駐

輪
場
横
に
ス
ロ
ー
プ
が
あ
り
ま

す
。

【
投
票
所
の
変
更
】

津
田
第
５
投
票
区
の
投
票
所

は
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

か
ら
「
マ
ル
ナ
カ
徳
島
店
」（
西

新
浜
町
一
丁
目
６
―
１
）
に
変

更
し
ま
す
。

徳徳島島県県かかららのの権権限限移移譲譲受受けけ入入れれ 徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳
島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島
県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県
知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知
事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事
選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選
挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙
おおおおおおおおおおおおおおおおおおおお
よよよよよよよよよよよよよよよよよよよよ
びびびびびびびびびびびびびびびびびびびび

徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳
島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島
県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県
議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会
議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議
員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員
一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一
般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般
選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選
挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙

投投
票票
日日
はは
４４
月月
８８
日日
��

午午
前前
７７
時時
〜〜
午午
後後
８８
時時

徳島市では、徳島県権限移譲推進要綱（平成１８年３月策定、推進期
間：平成１８年度～２２年度の５年間）に沿って、積極的に権限移譲の受
け入れを進めています。県から移譲受け入れを行い、平成１９年４月１
日から本市が行う事務は下表のとおりです。詳しくは、各担当課へ。

◆平成１９年度 移譲受入事務（１３事務）

［問い合わせ先］行財政経営課（�６２１－５１１３）

前
年
の
所

得
が
一
定
金

額
以
下
の
２０

歳
以
上
の
学

生
で
、
申
請

を
し
て
承
認

を
受
け
れ
ば
、

１０
年
以
内
で

あ
れ
ば
国
民

年
金
保
険
料

の
追
納
（
後

払
い
）
が
可

能
に
な
り
ま

す
。
た
だ
し
、

承
認
さ
れ
た

年
度
か
ら
２

年
を
経
過
し

た
分
は
、
当

時
の
保
険
料
に
加
算
額
が
上
乗

せ
さ
れ
ま
す
。

こ
の
制
度
の
利
用
に
は
、
毎

年
申
請
手
続
き
が
必
要
で
す
。

本
年
度
分
の
特
例
を
受
け
る
た

め
に
は
、
平
成
２０
年
４
月
３０
日

ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

﹇
申
請
方
法
﹈

①
年
金
手
帳
②
印
鑑
（
朱
肉
を

使
用
す
る
印
、
本
人
が
署
名
す

れ
ば
不
要
）
③
有
効
期
限
の
記

載
が
あ
る
学
生
証
ま
た
は
平
成

１９
年
４
月
以
降
発
行
の
在
学
証

明
書
（
写
し
可
）
④
前
年
に
所

得
が
あ
り
平
成
１８
年
４
月
以
降

に
失
業
し
て
い
る
場
合
は
、
失

業
を
確
認
で
き
る
雇
用
保
険
受

給
資
格
者
証
ま
た
は
雇
用
保
険

被
保
険
者
離
職
票
な
ど
公
的
機

関
の
証
明
⑤
本
人
以
外
の
人
が

申
請
さ
れ
る
場
合
は
、
代
理
人

の
身
分
を
証
明
す
る
書
類
（
運

転
免
許
証
な
ど
）
が
必
要
で
す
。

（
同
居
の
親
族
以
外
の
人
が
申

請
さ
れ
る
場
合
は
、
委
任
状
も

必
要
で
す
）。⑥
平
成
１８
年
中
に

給
与
収
入
が
あ
っ
た
人
は
平
成

１８
年
分
源
泉
徴
収
票
（
５
月
末

ま
で
に
申
請
す
る
場
合
）
を
持

参
し
、
保
険
年
金
課
（
市
役
所

１
階
）
１０
番
窓
口
へ
。

ごごごごごごごごごごごごごごごご存存存存存存存存存存存存存存存存じじじじじじじじじじじじじじじじでででででででででででででででですすすすすすすすすすすすすすすすかかかかかかかかかかかかかかかか？？？？？？？？？？？？？？？？
国国国国国国国国国国国国国国国国民民民民民民民民民民民民民民民民年年年年年年年年年年年年年年年年金金金金金金金金金金金金金金金金保保保保保保保保保保保保保保保保険険険険険険険険険険険険険険険険料料料料料料料料料料料料料料料料学学学学学学学学学学学学学学学学生生生生生生生生生生生生生生生生納納納納納納納納納納納納納納納納付付付付付付付付付付付付付付付付特特特特特特特特特特特特特特特特例例例例例例例例例例例例例例例例

徳
島
市
の
施
策
に
つ
い
て
、

有
効
性
や
効
率
性
の
視
点
か
ら

必
要
性
を
判
断
し
、
効
果
的
・

効
率
的
な
行
政
運
営
を
進
め
て

い
く
た
め
、
「
市
民
の
目
線
に

立
っ
た
計
画
的
な
行
政
運
営
と

職
員
の
意
識
改
革
」
を
目
指
し
、

行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
の
推
進
に

務
め
て
い
ま
す
。

平
成
１８
年
度
は
、
４
５
４
の

事
務
事
業
と
、
そ
の
上
位
目
的

で
あ
り
、
事
務
事
業
間
の
相
対

的
な
評
価
が
可
能
な
１
０
４
の

事
業
群
の
評
価
を
行
い
ま
し
た
。

評
価
結
果
は
、
廃
止
が
８
件
、

終
了
が
２６
件
、
休
止
が
２
件
、

統
合
が
４
件
、
改
善
が
１
０
６

件
、
期
限
付
き
が
３９
件
、
継
続

が
２
６
９
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
評
価
概
要
や
評
価

表
は
、
情
報
公
開
総
合
窓
口

（
市
役
所
１０
階
）、徳
島
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
ま

す
。徳

島
市
で
は
、
公
開
し
た
内

容
や
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
に
つ

い
て
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
ご
意

見
・
ご
要
望
を
い
た
だ
き
、
よ

り
分
か
り
や
す
い
シ
ス
テ
ム
づ

く
り
や
、
今
後
の
事
業
計
画
に

反
映
さ
せ
ま
す
。

封封筒筒にに広広告告をを掲掲載載ししまませせんんかか事事
務務
事事
業業
とと
事事
業業
群群
をを
対対
象象
にに

行行
政政
評評
価価
シシ
スス
テテ
ムム
をを
実実
施施

徳島市では、新たな財源の確保と地域経済の
活性化を図るため、各課が共通で使用する封筒
の裏面下部に広告を掲載します。

［申込期間］４月２日�～１６日�１７：００まで（郵送
の場合必着）。
［申込方法］徳島市封筒広告掲載申込書に、広告の
原稿案を添えて管財課まで提出してください。
申込書などは、徳島市ホームページをご覧いた
だくか、管財課窓口にも用意してあります。
［問い合わせ先］管財課（�６２１‐５０５５）

保健センター
（ふれあい健康館内）

なんでも相談市民センター
市役所１階 �６２１－５２００・５１２９

４月の無料相談
女性センター アミコビル４階

＊※は予約制で、４日�８：３０から電話でのみ予約受
付。先着２７人（各日９人）で１人２０分以内。
＊行政相談委員相談は、ふれあい健康館１階相談室
でも実施。［とき］１８日�１３：００～１５：００
＊司法書士相談は、シビックセンター５階第２活動室で
も実施。［とき］８日�・２２日�１０：００～１２：００

※は保健師、他は医師が相談に応じます。

※託児あり（１歳～就学前。要申し込み）

電話番号

６２１‐５１４５

６２１‐５２０６

６５６‐０５３０

６２１‐５１７５

６２１‐５２２５

６２１‐５２５１

６２１‐５０１３
６２１‐５２５９

６２１‐５３０９

担当課

市民生活課

生活環境課

保健センター

福祉課

商工労政課

農林水産課

耕地課

保全課

事 務 の 名 称

消費生活用製品販売事業者等への立入検査・報告徴収・提
出命令等

家庭用品販売事業者等への立入検査・報告徴収・指示等

字の区域の変更の告示等

墓地等の経営の許可等

原爆被爆者に対する健康診断の実施等

社会福祉法人（市町村社会福祉協議会に係るものに限
る。）の設立認可等

市町村社会福祉協議会が行う社会福祉事業の報告及び検査等

電気用品販売事業者への立入検査、報告徴収

中小企業等協同組合の設立認可等

協業組合の設立認可等

有害鳥獣の捕獲許可等

農業協同組合等又は土地改良法第３条に規定する資格を有する
者の行う土地改良事業計画の認可、換地計画の決定及び認可等

河川法に規定する準用河川の用に供されている国土交通
省所管の国有財産の境界確定等

《専門員による相談》［対象］市内在住の人
１３：００～１６：００
１３：００～１５：００
１３：３０～１６：００
１０：００～１２：００
１０：００～１２：００
１０：００～１２：００
１０：００～１３：００

１３：００～１６：００

９：００～１５：３０

９：００～１５：３０

１１・１８・２５日�
２日�
３・１７日�
５・１９日�
毎週月・金曜
毎週火曜
２６日�

１２日�

毎週月～金曜

毎週月～金曜

弁 護 士※
行政相談委員
人権擁護委員
土地家屋調査士
司 法 書 士
行 政 書 士
住まいづくり
社会保険労務士
（ 年 金 相 談 ）

心 配 ご と
（相続・離婚など）

交 通 事 故

《医師・保健師による健康相談》�６５６－０５１５
［対象］市内在住の４０歳以上の人【要予約】

１３：００～１５：００

１３：００～１５：００

１０：００～１２：００

１３：００～１５：００
１０：００～１２：００

１３：００～１７：００

１０日�

２４日�

１８日�

１０日�
１８日�

２５日�

一般健康相談

糖 尿 病 相 談
禁煙支援相談

認知症予防相談

家族などの介護を
行う人の健康相談

生活習慣改善相談※

《女と男の生き方相談》
�６２４－２６１３
［対象］市内在住・在勤・在学の人

◆女性センター開所日
１０：００～１７：００
〈休〉日曜、火曜、祝日

年末年始

１８：００～２０：００
４日�・６日	
１１日�・１３日	
１８日�・２０日	

一 般 相 談
カウンセリング
・電話
・面談（要予約）

夜 間 相 談
・電話（要予約）
・面談（要予約）

■広告に関する仕様等

広告
掲載料

４８万円

４２万円

※広告の印刷費用は、各封筒とも広告主の負担となります。

広告の規格

横１０
×縦８

黒１色
横２０
×縦１５

黒１色

掲載
位置

裏面
下部

裏面
下部

作成予定
枚数

約１６０，０００枚

約７０，０００枚

封筒の種類

長形３号
茶封筒

角形２号
茶封筒

徳島市は、個人情報の取扱いについては「徳島市個人情報保護条例」に基づき、適正な管理に努めています。

﹇
問
い
合
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せ
先
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島
市
選
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管
理
委
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６
２
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﹇
問
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険
年
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課
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２
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﹇
問
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調
整

課
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６
２
１
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０
８
５

２第７５６号 平成１９年４月１日広 報



女性センター情報誌編集委員など

ガラス製赤ちゃん誕生記念品の制作

徳島市交通局の
路線バス嘱託運転士

不動窯陶芸教室

土曜コース

４月１４日～平成２０
年３月８日の第２・第
４土曜日（全２２回）

１３：３０～１５：３０
５人（先着順）
２人（先着順）
月額２，５００円
月額３，５００円

入会金＝３，０００、土代２０㌔＝２，５００円～
（釉薬代・焼成代別途）

水曜コース

４月１１日～９月１９
日の毎週水曜日
（全２０回）

１０：００～１２：００
５人（先着順）
３人（先着順）
月額５，０００円
月額７，０００円

開 催 日

時 間
手びねり
電動ロクロ
手びねり
電動ロクロ

その他の費用

定
員

受
講
料

応急手当の実技講習会

きっかけ体操教室

市立図書館

ガラス工芸ミニワークショップ

高額療養費の支給方法が一部変わります
入院の場合は事前に手続きを

就学援助の申請受け付け

高齢者マッサージ券を発行

市税などの納付は
便利な口座振替で

高校・大学進学、在学者に
奨学金を貸与

平成１９年度
固定資産税の縦覧

農作業事故にご注意を

高齢者向け優良賃貸住宅

平成１９年度ふるさと融資

平成１９年度福祉タクシー券の交付

JICAボランティア募集説明会＆体験談

ふれあい健康館の屋内運動室・浴室・
プールの利用時間を８日まで変更
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申…お申し込み方法 問…お問い合わせ先

応募資格は、いずれも市内在住または在
勤、在学の２０歳以上の人。
◆情報誌「シンフォニー」編集委員
年１回発行する情報誌の取材、記事作成
など（月２回程度の企画・編集会議あり）。
◆「フェスティバルあい」実行委員
男女共同参画社会づくりの啓発イベント
の企画・運営、パンフレット作成など。
申はがき、ファクスまたは封書で、住所・
名前・年齢・電話番号を４月１６日�までに徳
島市女性センター（〒７７０－０８３４ 元町１－
２４ アミコビル４階 �６２４－２６１１ 	６２４
－２６１２）へ。「シンフォニー」編集委員希望の
人は、男女共同参画社会の実現に必要と思
うことを８００字程度にまとめて提出を。

４月８日�・２２日�９：００～１２：００。徳
島ガラススタジオ（勝占町中須）で。足型
は３カ月児、手型は１歳児くらいから。定員
は各日１０人（先着順）。１個４，０００～５，０００円。
申１０：００～１７：００に徳島ガラススタジオ
（�６６９－１１９５）へ。

交通局（万代町７）で勤務する路線バス
嘱託運転士を若干名募集。応募資格は、５
月７日現在、満６０歳未満の人。ただし、満
４５歳以上の人は大型自動車の運転経験年数
が１年以上必要。
申４月１６日�までに交通局総務課（�６２３
－２１５１）へ。

不動コミュニティセンター内工房で。

申はがき、またはファクスで住所・名前
・電話番号・コース名を記入し、不動コミ
セン事務局（〒７７０－００６３ 不動本町２－
１７８－１ �６３１－９６４９ 	６３３－４１７１）へ。

４月１５日�１３：００～１６：００。西消防署（庄
町１）で。人工呼吸法や胸骨圧迫、AED

の取り扱いなど。受講は無料。
申東消防署（�６５６－１１９５）、西消防署（�６３
１－０１１９）

毎週月曜日（祝日を除く）の１０：００～１１：
００と１３：３０～１４：３０。ふれあい健康館（沖
浜東２）１階きっかけ空間で。対象は、医
師から運動制限を受けていない市民。内容
は、健康運動実践指導者などの指導による
ストレッチ体操とビデオを見ながらの体操。
参加は無料。タオルと水分補給の水または
お茶を持参し、直接会場へ。
問保健センター（�６５６－０５３４）

〈４月のおはなし室プログラム〉
◇７日�お話と絵本◇１４日�腹話術◇２１
日�お話と手遊び◇２８日�おんぶとだっこ
のふれあい遊び。各１０：３０～１１：００。◇２２
日�エンジョイイングリッシュ、１０：００～
１１：００。参加は無料。
問市立図書館（�６５４－４４２１）

４月１５日�１３：３０～１６：３０（受け付けは１６：
００まで）。シビックセンター３階ロビーで。
母の日のプレゼントに似顔絵プレートやペ
ーパーウエイトを制作。対象は小学生以上。
材料費１個７００円。
問シビックセンター（�６２６－０４０８）

４月１日から、７０歳未満の徳島市国民健
康保険被保険者が入院をする場合、医療機
関で被保険者証および交付を受けた限度額
適用認定証または限度額適用・標準負担額
減額認定証を提示すると、支払う額が高額
療養費を差し引いた限度額までに。
７０歳未満の被保険者は、４月１日以降に
入院をする場合、認定証の交付手続きを。
また、現在、認定証をお持ちでも、４月１
日以降入院をする場合は、再申請を（７０歳
以上の被保険者はそのまま使用可）。保険料
の納付状況により有効期限は異なる。
申被保険者証、印鑑（朱肉を使用する印）
を持参し、保険年金課（市役所１階 �６２１
－５１５９・５１６０）へ。３月３１日以前に交付を
受けている人は認定証も必要。代理人可。

市内在住の小・中学生の保護者で、生活
保護に準ずる程度に生活が困窮している人
に、学校で必要な費用の一部を援助。前年
度の受給者もあらためて申請が必要。
申 ▽市立学校＝申請書（学校で配布）を

５月１日�までに通学先の学校（小・中学生
両方いる世帯は小学校）へ。また、４月１５日
�１０：００～１２：００と１９日
１８：００～２０：００
に通学先の中学校（小学生は通学校区の中
学校）でも申請を受け付け。 ▽市立以外の
学校＝申請書が異なるため、通学先の学校
を通じて申請を。
問各小・中学校、学校教育課（�６２１－５４１４）

対象は昭和８年３月３１日以前に生まれた
人。１回につき８００円の割引券を月１回分
（年間で最大１２枚）を限度に発行。
申印鑑（代理の場合は、代理人と本人の
印鑑）を持参し、ながいき課（市役所南館
２階�６２１－５２７８）へ。

口座振替できるのは①固定資産税②市・
県民税（給与天引き分を除く）③軽自動車
税（同一名義分はすべて対象）④国民健康
保険料⑤市営住宅使用料⑥介護保険料
申預金通帳とその印鑑、平成１９年度分の
納税（納入）通知書を持って、通知書に記
載の金融機関（郵便局を除く）で手続きを。
問①②③納税課（�６２１－５０７９）、④保険年
金課（�６２１－５３８４）、⑤住宅課（�６２１－５２
８６）、⑥介護保険課（�６２１－５５８２）

修学能力がありながら経済的な理由で就
学が困難な人（ただし入学前まで１年以上
引き続いて市に在住し、保護者も現在市に
在住している人）に奨学金を貸与。募集予
定人数は高校５人・大学１９人。
申５月１５日�までに①奨学金申請書（学
校教育課で配布。また徳島市ホームページ
からも可）②世帯全員の所得証明書③在学
証明書④出身学校の成績証明書を学校教育
課（市役所１１階 �６２１－５４１４）へ。

４月２日�～５月１日�（土・日・祝を
除く）８：３０～１７：００。資産税課（市役所
２階）で。縦覧できる人は納税義務者本人
のほか、同居の親族、委任を受けた代理人
など。本人以外の場合は委任状（法人の場
合は会社の名刺などでも可）が必要。また
借地・借家人が閲覧を行う場合は、該当物
件の賃貸借契約書・領収書などが必要。
問資産税課（�６２１－５０６９～５０７４）

４月１０日～６月１０日は「春の農作業安全
運動月間」。従事者の高齢化や農作業の機械
化が進む中、機械使用中の重大な死傷事故
が後を絶ちません。作業が安全で快適にで
きるよう細心の注意を。特に農業機械は格
納するまで、安全使用・安全運転を。
問農林水産課（�６２１－５２５２）

バリアフリーなど、高齢者に配慮した構
造・設備を有する高齢者向け優良賃貸住宅
の供給計画について、県知事の認定を受け
るために必要な事前協議を受け付け（受付
期間４月２日�～２７日�）。
問住宅課（�６２１－５２８５）

地域振興につながる事業の設備投資に必
要な借入資金の２０㌫までを無利子で貸し付
け（限度額１億円）。対象は、次のすべてに
該当する事業。▽公益性などの観点から実
施▽新規雇用者の増加見込みが５人以上▽
用地取得費を除く設備投資総額が２，５００万
円以上。
申４月２７日�までに企画調整課（市役所
８階 �６２１－５０８５）へ。

対象は市に住民登録し、次のいずれかに
該当する人。①身体障害者手帳（ ▽下肢ま
たは体幹機能障害を含む総合等級１・２級

▽視覚障害の１級か視覚障害のみの総合等
級１級）を持っている人②身体障害者手帳
（心臓・呼吸器・腎臓・ぼうこう・直腸・
小腸機能障害のいずれか１級に該当）を持
ち、平成１８年度の市町村民税所得割額が２
万円未満の人③療育手帳Aを持っている人。
対象者への通知はしないので注意を。
申４月６日�までは市役所１階市民サロ
ン、４月９日�以降は福祉課（市役所南館
１階）で受け付け。※印鑑、身体障害者手
帳または療育手帳を持参で。
問福祉課（�６２１－５１７１ 	６２１－５３００）

▽青年海外協力隊＝４月１５日�１６：３０～
１８：３０・４月２５日�１８：００～２０：００。対象
は日本国籍を持つ２０～３９歳の人 ▽シニア海
外ボランティア＝４月１５日�１３：３０～１５：
３０。対象は日本国籍を持つ４０～６９歳の人。
会場はいずれも県国際交流協会（徳島駅ビ
ル６階）。
問 JICA四国支部（�０８７－８３３－０９０１）、総
務課（�６２１－５０１７）

４月８日�までの利用時間は下表のとお
り。３日�は、ガス工事のため午前は休業。

問生涯福祉センター（�６５７－０１８７）

４月は固定資産税・都市計画税
第１期分の納期月です

納期限は５月１日�

日帰り人間ドック・脳ドックの受診費用を一部助成 市市民民菜菜園園利利用用者者をを募募集集電電電電電電電電電電電電電電気気気気気気気気気気気気気気式式式式式式式式式式式式式式生生生生生生生生生生生生生生ごごごごごごごごごごごごごごみみみみみみみみみみみみみみ処処処処処処処処処処処処処処理理理理理理理理理理理理理理機機機機機機機機機機機機機機のののののののののののののの
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ない人に限ります。

［申し込み］はがきに住所・名前・電話番
号・希望菜園名を記入し、４月１３日�（必
着）までに、農林水産課（〒７７０－８５７１
幸町２－５ �６２１－５２４６）へ。また、徳
島市ホームページの「電子申請」からの
申し込みも可。応募多数の場合は抽選。

対象は、申し込み時に３０歳以上で、徳
島市国民健康保険に１年以上加入し、保
険料を完納している世帯の人。
［受診期間］前期：６月～１０月 後期：１１
月～平成２０年３月
［定員］日帰り人間ドック： ▽婦人科検診
なし＝年間７００人（各期３５０人） ▽婦人科検
診あり＝年間４００人（各期２００人）
脳ドック：年間３００人（各期１５０人）
［自己負担額］日帰り人間ドック： ▽婦人
科検診なし １０，４００円 ▽婦人科検診あ
り１１，３００円 脳ドック： ６，１００円
［受付期間］前期：４月１０日�～２７日�
後期：９月１０日�～２８日�

［受診場所】日帰り人間ドック：伊月健診
クリニック（東船場町）、沖の洲病院（城東
町）、木下病院（南末広町）、近藤内科病院
（西新浜町）、たまき青空クリニック（国府
町）、徳島クリニック（昭和町）、徳島検診
クリニック（南田宮）、県総合健診センタ
ー（蔵本町）、徳島逓信病院（伊賀町）、博愛
記念病院（勝占町）、水の都脳神経外科病
院（北島田町）
脳ドック：伊月病院（徳島町）、沖の洲病院
（城東町）、協立病院（八万町）、田岡病院
（東山手町）、高杉内科外科小児科脳外科
（国府町）、徳島健生病院（下助任町）、徳島
市民病院（北常三島町）、中洲八木病院（中
洲町）、虹の橋クリニック（中島田）、林病
院（大原町）、水の都脳神経外科病院（北島
田町）
※申し込み時に希望の医療機関を選択

［対象］市に住民登録し、住んでいる世帯主
［補助金額］購入金額の２分の１（ただし
限度額は３万円）
［補助台数］４５０台（１世帯につき１台限り）
［対象機種］微生物分解方式か乾燥方式の
家庭用電気式生ごみ処理機。ただし、市
内の取扱店で購入するものに限ります。
［申し込み］はがきに「電気式生ごみ処理
機購入費補助希望」と明記のうえ、住所
・世帯主の名前（ふりがな）・生年月日
・電話番号を記入し、生活環境課（〒７７０
－８５７１ 幸町２－５ �６２１－５２０２）へ。
※徳島市内の取扱店以外で購入したり、
申し込み後に送付する「承認決定通知書」
を受け取る前に購入した場合は、補助金
を交付できません。

利用料（年）

４，０００円

５，０００円
１０，０００円

６，０００円

募集区画

３区画 各１５�

２区画 各１５�
２区画 各３０�

２区画 各２０�

募集菜園名

日開ふれあい農園
（国府町日開）

未生自然菜園
（大松町釣釜）

しらさぎ菜園
（下町本丁）

徳島市役所（本庁舎）への郵便物は、住所がなくても「〒７７０－８５７１ 徳島市役所○○課」で届きます。 電話番号案内および夜間・休日にご用のある人は代表番号（�６２１－５１１１）へ。

※中島田なかよし農園、名東けんこう農園は、空
き区画がある場合は５月に募集します。

［申し込み］保険証を持参し、保険年金
課７番窓口（市役所１階�６２１－５１５９）へ。
いずれも申し込み多数の場合は抽選。

広 報第７５６号 平成１９年４月１日３
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写
会

実
行
委
員
会
（
映
画
「
眉
山
」
支
援

委
員
会
、徳
島
新
聞
社
、四
国
放
送
）

﹇
申
し
込
み
方
法
﹈往
復
は

が
き
（
１
人
に
つ
き
１

枚
）
に
、
希
望
す
る
日
程

（
①
〜
③
）、住
所
、
名
前
、

年
齢
、
電
話
番
号
、
返
信

あ
て
名
を
記
入
し
、４
月
１０
日
�（
必

着
）ま
で
に
映
画「
眉
山
」特
別
試
写

会
実
行
委
員
会（
〒
７
７
０
―
８
５

７
１
幸
町
２
―
５

観
光
課
内
）へ
。

応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

昨
夏
行
わ
れ
た
徳
島
ロ
ケ
で
は
、

多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
支
援
・

ご
協
力
を
い
た
だ
き
、街
全
体
で「
眉

山
」
を
盛
り
立
て
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
今
後
は
、
全
国
公
開
に
向
け

て
ム
ー
ド
を
盛
り
上
げ
、
徳
島
発
の

映
画
「
眉
山
」
を
成
功
さ
せ
た
い
と

思
い
ま
す
。

映
画
「
眉
山
」
の
徳
島
ロ
ケ
の
様

子
を
紹
介
す
る
移
動
パ
ネ
ル
展
を
各

地
で
開
催
し
て
い
ま
す
。
４
月
以
降

の
開
催
日
程
は
、
右
の
表
の
と
お
り

で
す
。
会
場
で
は
、
メ
イ
キ
ン
グ
ビ

デ
オ
も
放
映
し
て
い
ま
す
。
入
場
は

無
料
で
す
の
で
、
気
軽
に
お
立
ち
寄

り
く
だ
さ
い
。

※
表
中
★
印
の
開
催
場
所
の
ほ
か
、

徳
島
市
内
の
日
本
観
光
旅
館
連
盟
加

盟
ホ
テ
ル
、
徳
島
駅
前
の
総
合
観
光

案
内
所
等
で
、
５
月
１１
日
ま
で
特
別

鑑
賞
券
を
販
売
し
て
い
ま
す
。

映映
画画「「
眉眉
山山－－

びび
ざざ
んん－－

」」特特
別別
試試
写写
会会
にに

ペペ
アア
３３
００
００
組組
６６
００
００
人人
をを
ごご
招招
待待

運動指導コースふれあい健康館
受講生募集！
運動指導コース（全１５回・下表）の受講生を募集します。［対象］市内に在

住または在勤・在学の１８歳以上の人。ただし、★印の講座はおおむね６０歳
以上の人対象。
［申し込み］はがき（１枚につき１人１コース）に、住所、名前（ふりがな）、
性別、生年月日、希望のコース（曜日・時間）、電話番号、過去に受講経験の
ある人は利用者証番号を記入し４月１２日�（必着）までに生涯福祉センター
（〒７７０－８０５３ 沖浜東２－１６）へ。市ホームページ「電子申請」からも申し
込みできます。応募者多数の場合は抽選。なお、定員に満たない場合は締
切日以降も受け付けます。［問い合わせ先］生涯福祉センター（�６５７－０１８７）

□□□‐□□□□返信
１．希望日程（①～③）

２．住所

３．名前

４．年齢

５．電話番号

住

所

名

前

□□□‐□□□□

���‐����往信

記
入
な
し

幸
町
２－

５
観
光
課
内

映
画「
眉
山
」特
別
試
写
会

実
行
委
員
会
あ
て

□□□‐□□□□

映
画「
眉
山
」の
ロ
ケ
地
と
な
っ
た
山
頂
で

夜
景
と
夜
桜
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か

眉眉眉眉眉眉眉眉眉眉眉眉眉眉山山山山山山山山山山山山山山のののののののののののののの夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜景景景景景景景景景景景景景景とととととととととととととと夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜

期
間
中
は
、
眉
山
山
頂
駅
舎
周
辺

の
桜
を
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
し
ま
す
。
昼

間
と
は
ま
た
違
う
桜
を
心
ゆ
く
ま
で

ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

﹇
と
き
﹈４
月
１
日
�
〜
８
日
�
。
ロ

ー
プ
ウ
ェ
イ
の
営
業
時
間
は
９
時
〜

２１
時（
悪
天
候
の
場
合
は
運
行
中
止
）

﹇
と
こ
ろ
﹈眉
山
山
頂
駅
舎
周
辺注１）オプショントレーニング付きは１５，０００円。注２）１５回のオプショントレ

ーニング付きは１８，０００円。注３）オプショントレーニング付きは１６，０００円。
※いきいき健康回復コースは、コース終了後に健康保養浴場が利用できます。

徳徳徳徳徳徳徳徳徳島島島島島島島島島城城城城城城城城城博博博博博博博博博物物物物物物物物物館館館館館館館館館「「「「「「「「「「「「「「「「「「街街街街街街街街街街街街街街街街街街道道道道道道道道道道道道道道道道道道講講講講講講講講講講講講講講講講講講座座座座座座座座座座座座座座座座座座」」」」」」」」」」」」」」」」」」参参参参参参参参参加加加加加加加加加者者者者者者者者者募募募募募募募募募集集集集集集集集集第第第第第第第第第第第第第第第第第第２２２２２２２２２２２２２２２２２２７７７７７７７７７７７７７７７７７７回回回回回回回回回回回回回回回回回回花花花花花花花花花花花花花花花花花花とととととととととととととととととと緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑のののののののののののののののののの広広広広広広広広広広広広広広広広広広場場場場場場場場場場場場場場場場場場
徳島城博物館では、阿波の五街道や峠道、

遍路道などのいにしえの人々が歩いた道を再
発見する「街道講座」（右表参照）を開催しま
す。この講座は、江戸～明治時代に使われた
街道や峠道を歩きながら、道をめぐる豊かな
歴史や文化を見聞する体験型歴史講座です。
阿波の豊かな歴史を見つけに行きましょう。
［定員］約３０人（応募多数の場合は抽選）

［受講料］２，０００円
［申し込み］往復はがきに住所、名前、電話番号、返信あて名
を書いて、５月２日�（必着）までに徳島城博物館へ。

◇博物館ボランティア募集◇
博物館の事業を支えるボランティアを募集します。

［内容］①体験学習（イベントや子ども体験学習の手伝い）②
展示案内・解説、ミュージアムショップの運営など（主に金
・土・日曜日）［対象］２０歳以上の人［定員］各１５人程度［採用方

法］応募理由（４００字程度）と面接により選考［申し込み］往復はがきに、希望のボランティアの内容（①
か②）、住所、名前、電話番号、年齢、返信あて名を書いて、４月２０日�（必着）までに徳島城博物館へ。
［問い合わせ・申し込み先］徳島城博物館（〒７７０－０８５１ 徳島町城内１－８、�６５６－２５２５）

花と緑のある生活
の大切さ、素晴らしさ
を感じていただくた
め「花と緑の広場」を
開催します。
［とき］４月１４日�・１５
日�１０：００～１６：００

［ところ］とくしま植物園（渋野町入道）
［内容］＜両日とも＞ ▼「緑の募金」コーナー（１０：００～）募金を
した人各日先着２５０人に花鉢・苗木をプレゼント ▼花苗・苗
木・ラン・おもとなどの展示即売（１０：００～） ▼庭園展示 ▼園
芸相談（１０：００～） ▼ハーブクラフト講習会（１１：００～） ▼ガー
デニング講習会（１１：００～） ▼ミニ園芸教室（１１：００～） ▼グリ
ーン堆肥の無料配布（１２：３０～）各日５００袋
＜１５日のみ＞ ▼松のせん定講習会（１１：３０～
／１３：３０～） ▼庭園人気投票（１１：３０～）投票し
た人先着５００人に花苗をプレゼント
※時間・内容は変更する場合があります。
［問い合わせ先］公園緑地課（�６２１－５２９５）、
とくしま植物園緑の相談所（�６３６－３１３１）

※時間はいずれも９：３０～１５：００頃まで。集合場所はその都度変わります。

▲展示解説をする博物館ボランティア

フラワーちゃん

開講日

５／１５
５／１９
５／１５
５／１６
５／１７
５／１８
５／１９

５／１８

５／１５

５／１６
５／１６
５／１７
５／１１
５／１８
５／１５
５／１６
５／１６
５／１８
５／１９
５／１９
５／１７
５／１５
５／１７
５／９
５／１１
５／８
５／９
５／１０
５／１５
５／１７
５／１９
５／１２
５／１６
５／１７
５／１７
５／１８
５／２９
６／２
５／３０
５／３１
５／３１
６／１
５／３１

受講料

１２，０００円
注１

１８，０００円
７，５００円

１５，０００円
注２

１２，０００円
１２，０００円
８，５００円
１８，０００円
８，５００円
１５，０００円
１５，０００円

１５，０００円

１５，０００円
１５，０００円
１５，０００円

１５，０００円

１５，０００円
１５，０００円
１５，０００円

１５，０００円

１５，０００円

１５，０００円

１３，０００円
注３

８，５００円

８，５００円
８，５００円
８，５００円
５，０００円
５，０００円

定員

２０人
２０人
２０人
２０人
２０人
２０人
２０人

２０人

２５人

２５人
１５人
１５人
２５人
１５人
２０人
１０人
２０人
２０人
１０人
１０人
１５人
１５人
１５人
２０人
２０人
２０人
２０人
２０人
２０人
２０人
２０人
２０人
２５人
２５人
２５人
２０人
２５人
２５人
２５人
２５人
２０人
２０人
３０人

時間

１４：００～１５：２０
１４：００～１５：２０
２０：００～２１：２０
２０：００～２１：２０
２０：００～２１：２０
２０：００～２１：２０
１０：００～１１：２０
１１：００～１２：５０
１１：００～１１：５０

１０：００～１１：４０

１０：００～１１：２０
１４：００～１５：２０
１４：００～１５：２０
１０：００～１１：５０
１４：００～１５：２０
１１：００～１１：５０
１２：００～１２：５０
１０：００～１０：５０
１０：００～１０：５０
１２：００～１２：５０
１２：００～１２：５０
１１：００～１１：５０
１９：４０～２０：３０
１９：４０～２０：３０
１９：４０～２０：３０
１９：４０～２０：３０
１２：００～１２：５０
１１：００～１１：５０
１０：００～１０：５０
１０：００～１０：５０
１２：００～１２：５０
１１：００～１１：５０
１０：００～１０：５０
１２：５０～１３：５０
１２：５０～１３：５０
１８：３０～１９：３０
１８：３０～１９：２０
１８：２０～１９：１０
１６：００～１６：５０
１１：３０～１２：３０
１６：１５～１７：１５
１０：３０～１２：００
１３：００～１４：００
１５：００～１６：００

曜日

火
土
火
水
木
金
土

金

火

水
水
木
金
金
火
水
水
金
土
土
木
火
木
水
金
火
水
木
火
木
土
土
水
木
木
金
火
土
水
木
木
金
木

コース名

マイフィットネス

イブニングフィットネス

レディースフィットネス
フィットネス＆アクアボクササイズ
フィットネス６０

ダイエット＆生活習慣病改善

さらさら血液をめざすフィットネス
６０代からはじめる体力つくり★
健脚回復と転倒予防★
腰痛・膝痛改善
からだスッキリ体操★
初歩からのゆっくり水泳
水泳入門

初歩からのゆっくり水泳《シニア》★

初歩からのゆっくり水泳《週末コース》
水泳入門《週末コース》
背泳ぎを泳ごう！

めざせ！１００m水泳

アクアビクス
アクアボクササイズ
アクアシェイプアップ

アクア体操

水中ウォーキング

初歩からのよくばりアクア

減量！エアロビクスダンス

簡単ステップ

パワー・ヨガ（１０回コース）

ゆがみ改善！ゆっくりピラティス
チャレンジ！マットピラティス
はじめての太極拳
青竹ビクス＆ストレッチ
姿勢矯正・健康ウオーキング

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
コ
ー
ス

い
き
い
き
健
康
回
復
コ
ー
ス

ス
イ
ミ
ン
グ
コ
ー
ス

ア
ク
ア
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
コ
ー
ス

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
コ
ー
ス
か
ら
だ
リ
セ
ッ
ト
コ
ー
ス（
１０
回
）

開催場所

徳島空港

ホテルサンシャイン
徳島アネックス★

阿波おどり会館★
２丁目３番地美容室★
アスティとくしま
そごう徳島店

アミコ専門店・とくしま
CITY・クレメントプラザ

徳島県庁
徳島ホール★

会期

４／３～１０

４／３～１２

４／１２～２２
４／１５～２２
４／２４～５／６
４／２５～３０

５／２～７

５／８～１７
５／１２～６／１６

講 師

当館学芸員・
根津寿夫

阿波の峠を歩く会・
橘禎男さん

阿波の峠を歩く会・
第十良伸さん・
橘禎男さん

と き

５月１２日�

５月２０日�

５月２６日�

内 容

「土佐街道を歩く」
（弁天山～）

「眉山を歩く」
（地蔵院～万年山）

「阿波の峠道を歩く」
（地蔵峠・気延山～童学
寺越え）

第１回

第２回

第３回

﹇
問
い
合
わ
せ
先
﹈映
画
「
眉
山
」

支
援
委
員
会（
観
光
課
）�（
６
２

１
）５
２
３
２

﹇
問
い
合
わ
せ
先
﹈眉
山
ロ
ー
プ
ウ

ェ
イ
�（
６
５
２
）３
６
１
７

４

編集 広報広聴課 �６２１‐５０９１ �６５５‐９９９０ e-mail : koho@city.tokushima.tokushima.jp

第７５６号 平成１９年４月１日広 報


